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概要
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• 「SCSS-H97 鉄骨構造標準接合部」では、鉄骨のサイズごとに標

準化した継手断面がまとめられています。

• 『SS7』では、この内容を元に鉄骨断面に応じた継手断面を自動

で設定することができます。
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①継手断面の指定
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継手断面の入力で、「入力方

法」を“SCSS準拠”とすること

で、鉄骨断面に応じた継手断面

が自動で設定されます。
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自動で値が設定されます。



②ボルトの指定
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ボルト径は、[4.1.標準使用材

料]の「3.鉄骨」でフランジ幅

に応じたものが選択されますが、

個別に変更することも可能です。

なお、「SCSS-H97」では、ボル

ト材料をF10Tで標準化している

ため、SCSS準拠とする場合は、

F10T固定となります。
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③フランジボルト・フランジ添板
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次の表を元に設定されます。

（計算編解説書「付録3 S･SRC 梁の継手」参照）
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④ウェブボルト・ウェブ添板
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次の表を元に設定されます。

（計算編解説書「付録3 S･SRC 梁の継手」参照）
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⑤継手断面が見つからない場合

7

鉄骨断面に応じた継手断面が表

から見つからなかった場合、継

手断面は未入力となります。
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